
様式2

まちづくり交付金　事後評価シート

戸塚区上矢部地区

平成２０年１２月

神奈川県横浜市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 約656ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

河川事業（阿久和川河川環境整備事業）、高質空間形成施設（阿久和川プロムナード）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

地区目標達成のため事業追加

実施状況

フォローアップ
予定時期

89 H14 100 H20 136 ○
　阿久和川沿いの環境整備により、阿久和
川への関心度が高まり、阿久和川周辺にお
ける地域活動への参加人数が増加した。

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

地域活動団体の活動回数 回/年 12 H15 15

水辺愛護会等の加入者数 人

環境への影響を評価するため事業を追加

目標
達成度

○

都市再生整備計画事業期間を１年延伸したことに伴い、目標年度を変更した。

他の要因を考慮し目標数値は据え置く

1年以内の
達成見込み

19 H21年4月頃

効果発現要因
（総合所見）

　阿久和川の水辺拠点（階段護岸、ベンチ、
高水敷、低水路）等、地域活動の拠点とな
るスペースを整備したことにより、地域活動
団体の活動回数が増加した。

H21年4月頃

H20指標1

指　標

指標２

数　　値

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

その他の
数値指標1

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

 ５）実施過程の評価

・住民と行政との協働で策定したまちづくりプランが、プランの実現にステップアップした。
・阿久和川を中心とした地域活動において、地域住民と小学生との交流や連携が進むなど、地域活動の輪が拡大している。
・権太坂和泉線の暫定供用により、歩道が狭い名瀬道路から権太坂和泉線へ通学路等の転換が進み、歩行者の安全性が向上している。また、県道瀬谷柏尾線の交通量を分散させる幹線道路ネットワークの整備が進んでいる。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

実施内容

都市再生整備計画に記載し、実施できた

交付期間
の変更

水辺愛護会補助事業、AQUAフェスタ補助

新たに追加し
た事業

街路事業（都市計画道路権太坂和泉線）
公園事業（上矢部第一公園、上矢部第四公園）

阿久和川生物相調査

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

事業の見直しにより削除 影響なし

他の要因を考慮し目標数値は据え置く

なし

事業計画説明会の実施や、地元主催のイベント時に事業計画説明パネル
を設置するなど、住民と行政とが情報交換を行った。今後も地元組織と行
政とのパートナーシップの形成を継続する。

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

まちづくりの会、地元自治会への事業計画説明会の実施

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

平成16年度～平成19年度

平成16年度～平成20年度

995

戸塚区上矢部地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

なし

AQUAフェスタ補助

平成16年度～20年度 平成20年度事後評価実施時期

神奈川県 市町村名 横浜市



様式２－２　地区の概要

単位：　回／年 12 H15 15 H20 19 H20

単位：　人 89 H14 100 H20 136 H20

　緑のオープンスペースのあるまち、川に親しめるまち、交通体系の整ったまち、一人ひとりがつくるまち、を目指し行政
と住民が協働してまちをつくる。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

地域活動団体の活動回数

水辺愛護会等の加入者数

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

【地域活動の継続化・定着化】
・本事業の完成により、阿久和川の主な環境整備が完了するが、地元が主体となった維持管理・イベント開催を今後も持続させていくためには、市民と行政とのパートナーシップの継続が重要である。
【安全性の確保】
・川へ下りる階段のある水辺拠点や川沿いのプロムナードなど、良好な河川環境を整備したことにより人が集まるようになったが、川の安全利用についての広報・啓発活動や安全施設の整備など、安心して川を利
用できる仕組みを検討する必要がある。

まちの課題の変化

・地域住民と行政の協働による川づくりを推進してきた結果、地域住民の考えを反映させた環境整備を実現することができた。
・阿久和川プロムナードの整備により、県道瀬谷柏尾線の歩道を補完する歩行者空間が確保された。
・整備された花壇に住民の手で苗木が植樹されるなど、住民と行政との協働で花や緑を増やす取組が実現した。
・公園のバリアフリー化、阿久和川プロムナードの整備など、快適な空間が整備された。また、地域住民と小学生が協力してイベントを実施するなど、世代間交流が進んだ。

目標値 評価値

戸塚区上矢部地区（神奈川県横浜市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

□提案事業：まちづくり活動
　推進事業　水辺愛護会補助

■基幹事業　高質空間形成施設
　阿久和川プロムナード

■基幹事業：公園事業
　上矢部第四公園

■基幹事業：道路
　都市計画道路権太坂和泉線

■基幹事業：河川
　河川環境整備事業　阿久和川

□提案事業：事業活用調査
　阿久和川生物調査

■基幹事業：公園事業
　上矢部第一公園

相鉄いずみの線

ＪＲ線

至　戸塚駅

都市計画道路権太坂和泉線の新設

上矢部第一公園・上矢部第四公園再整備

阿久和川環境整備と阿久和川プロムナード

阿久和川プロムナードのサイン阿久和川生物調査



参考様式

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

戸塚区上矢部地区

平成２３年２月

神奈川県横浜市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異が
ある場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

指標３

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
による確定

値
計測時期

その他の
数値指標１

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

市民協働による整備計画の作成により、阿久
和川への愛着や関心が高まり、活動団体加
入者の裾野を広げている。

H　　年　月

136 145 H21年4月

指標５

指標２
水辺愛護会等の加入
者数

人 89

指標４

総合所見

地域活動の拠点となる階段護岸やベンチ等
の環境整備や、活動団体の拡大が活動回数
の増加に寄与している。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異が
ある場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

-○

H　　年　月

-

事後評価

見込み・確定の別

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
による確定

値

18

計測時期

H21年4月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
地域活動団体の活動
回数

回/年 12

1年以内の
達成見込み

100

1年以内の
達成見込み

○

19

見込み・確定
の別

15 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地域活動の継続化・定着化

河川の利用促進により新たに発生が懸念される、水辺
利用時の安全性の確保

人が集まることにより生じることが懸念される環境問題
（ゴミ、生物生息環境）

道路事業の推進 周辺の生活環境が向上した。

・地域活動団体主催による地域住民参加型イベントの実施
・水辺愛護会活動への助成

実施した具体的な内容

・降雨時の川に対する周辺住民の危機意識
が向上した。（事故報告なし）

クリーンな河川環境が維持できている。

今後の課題　その他特記事項

特になし

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・水辺拠点の安全対策啓発用リーフレットの配布
・愛護会役員会への行政参加などにより、PRを実施
・河川の巡視点検

・イベント時に環境問題への取り組みを呼びかけ
・マナー啓発、看板による美化活動への協力を呼びかけ

・周辺道路の整備

実施した結果

・愛護会活動や、住民主体のイベントの継続
が図られ、多くの周辺住民の知るところとなっ
ている。

特になし

特になし

特になし

具体的内容 実施時期



都市再生整備計画（精算報告）

戸塚区上矢部地区
と つ か く か み や べ ち く

神奈川
か な が わ

県
け ん

　横浜
よ こ は ま

市
し

平成２３年２月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 約656 ha

平成 16 年度　～ 平成 20 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

回／年 平成１５年度 平成２０年度

人 平成１４年末 平成２０年度

都道府県名 神奈川県 横浜市 戸塚区上矢部地区

計画期間 交付期間 20

緑のオープンスペースのあるまち、川に親しめるまち、交通体系の整ったまち、一人ひとりがつくるまち、を目指し行政と住民が協働してまちをつくる。

矢部地区懇談会において、地区の将来構想をまとめたいという提案があり、それをきっかけとして、平成１１年１１月に地区の方々４５名からなる「上矢部まちづくり委員会」を発足し、プラン策定を行いました。
委員会は定例会を１５回開催するとともに、地区の現状確認、まちづくり活動の事例視察などを行いました。また、まちづくりニュースの発行や戸塚区のホームページにより、委員会の活動を地域住民の方々に紹介するとともに、意見を募りこのプラン作成
に反映しました。

（１）河川（親しみやすい川辺づくり）名瀬～上矢部～戸塚の川沿いの遊歩道が連続していない。プロムナードに防犯灯などの整備がされていない。川の中に堆積物が多い。住民主体で河川清掃及び植栽帯の管理を進めたい等。
（２）道路・交通（交通環境の整備・安全な歩行者空間の確保）戸塚駅までのアクセスルートとなる県道瀬谷柏尾線は交通量が多く渋滞がひどい。そのため、安全に歩行できない。また、戸塚駅までのバスルートが不動坂交差点を通るため、定時性の確保
ができない。
（３）緑とひろば（緑の保全と公園広場の活用）地区内の豊かな樹林地を残したい。まち全体に花を増やそう。利用されていない公園の活性化を図り、コミュニティーの中核を形成する。
（４）暮らし（暮らしやすいコミュニティーづくり）地区の歴史や伝統の掘り起こし。世代間交流の活性化。バリアフリーの促進による安全・安心の確保。

地区の将来ビジョンについては、課題に基づき次の４つを定めています
　　目標１　川に親しめるまち
　　目標２　緑のオープンスペースのあるまち
　　目標３　交通体系の整ったまち（横須賀線東戸塚駅や相鉄線弥生台駅方面との連携を図る。）
　　目標４　一人ひとりがつくるまち

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

１５回／年

水辺愛護会等の加入者数 水辺愛護会等の活動団体の加入者数
親しみやすい川を整備することや川へのアクセスルートを整備することにより、水辺愛護会な
どの加入者数が増える。 ８９人 １００人

地域活動団体の活動回数 水辺愛護会等の活動団体の活動回数
親しめる川を整備することにより、一人ひとりが川の大切さを認識するとともに、地域のコミュ
ニティーができる。活動団体の活動が増える。 １２回／年



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・「緑のオープンスペースのあるまち」「川に親しめるまち」「一人ひとりがつくるまち」を目指し、阿久和川の整備をします。 ・阿久和川プロムナード整備事業

・阿久和川親水拠点整備事業
・河川清掃に関する補助（水辺愛護会）
・都市計画道路権太坂和泉線整備事業
・阿久和川生物相調査
･上矢部第一公園
･上矢部第四公園

・道路、公園及び河川を一体的に整備することにより、水と緑のネットワークを推進します。 ・阿久和川プロムナード整備事業
・都市計画道路権太坂和泉線整備事業
･上矢部第一公園
･上矢部第四公園



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 街路 横浜市 直 2,200ｍ H13 H25 H18 H20 13,955.0 597.9 597.9 597.9

公園 横浜市 直 １箇所 H20 H20 H20 H20 17.1 17.1 17.1 17.1

公園 横浜市 直 １箇所 H20 H20 H20 H20 8.5 8.5 8.5 8.5

河川 環境整備事業 横浜市 直 ３箇所 H16 H20 H16 H20 304.8 304.8 304.8 304.8

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 横浜市 直 1,950ｍ H16 H20 H16 H20 77.1 77.1 77.1 77.1

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 14,362.6 1,005.4 1,005.4 1,005.4 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0.0

0.0

0.0

横浜市 直 － H20 H20 H20 H20 3.7 3.7 3.7 3.7

－ 0.0

横浜市 直 － Ｈ15 H20 H18 H20 0.9 0.9 0.9 0.9

－ 0.0

合計 4.5 4.5 4.5 4.5 …B
合計(A+B) 1,010.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

所管省庁名事業箇所名

（参考）事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名

水辺愛護会補助

地域創造
支援事業

全体事業費

交付期間内事業期間

事業主体事業箇所名 規模直／間事業
細項目

都市計画道路権太坂和泉線

－

－

上矢部第一公園

阿久和川

上矢部第四公園

細項目

住宅市街地
総合整備
事業

事業

－

－

阿久和川

事業期間（いずれかに○）
事業主体

0

阿久和川生物相調査

0

0事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 規模

－

－

阿久和川等

－

うち民負担分

0

0

0

0

0

0

交付対象事業費 1,010.0 交付限度額 404.0 国費率 0.4

うち民負担分
交付期間内事業期間（参考）事業期間
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